
視点に応じた楽曲印象推移メタデータ生成方式と楽曲形式による実現
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本稿では，ユーザの楽曲印象生成の注目点として「視点」を定義し，視点に応じた印象推移メタデー
タ生成方法を示す．ここで，視点とは，ユーザが楽曲の時間的印象推移において，どの部分に，どの
程度重きを置いて聞くかを表す指標である．楽曲には，いろいろな印象が含まれており，ユーザの視
点が定まることにより，楽曲の印象が決定される．本方法は， つのステップから成り，各ステップ
には，複数のメソッドがある．本方法の特徴は，視点を決定することにより，全てのステップにおけ
るメソッドが決定する点にある．視点による印象推移メタデータ生成を実現することにより，ユーザ
の視点に合致した，印象推移メタデータ生成が実現できる．本稿は，視点に応じた，楽曲の印象推移
メタデータを生成する方法を示す．さらに，視点として「楽曲形式」を適用した場合の実現方法を示
す．また，実現方式に基づく印象推移メタデータ生成実験を行い，実現可能性を示す．

は じ め に

近年， などの楽曲データ高品質圧縮や，

の発展等により，多くの楽曲が広域ネットワー

ク上に置かれるようになった．これに伴い，広域ネッ

トワークを介して楽曲を入手可能となってきている．

アクセス可能な楽曲データ群の中から，要求に応じて，

適切な楽曲を検索するシステムの実現は有効であり，

重要な研究課題となっている．
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楽曲検索のうち，既知曲に関しては，作曲者，題名

といった属性情報によりパターンマッチングが可能で

ある．しかし，膨大な量の楽曲データ群のうち，未知

曲は多く存在する．既知曲も未知曲も検索可能な方法

として，楽曲の印象を問い合わせとした検索は重要な

研究課題である．また，楽曲データのデータベース化

において，適切な印象メタデータの生成は，適切な検

索結果を得るために重要な要素となる．しかし，連続

メディアデータである楽曲データの内容，表現，印象，

および，その推移を対象とした検索環境の実現は確立

されていない．

これまで，楽曲の内容に関する印象メタデータ生成

方法として，我々は，発想標語を用いたクラシック音

楽メタデータ生成方式 を提案した．また，音楽デー

タを対象とした印象メタデータ生成方法としては，音

楽のメロディパターンから印象メタデータを自動抽出

し，その印象メタデータに対して間接的に検索する，

楽曲メタデータ自動生成方式 を提案した．楽曲
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メタデータ自動生成方式は，楽曲を最小単位として，

その楽曲に対応する印象メタデータ生成を実現した．

楽曲が最小単位 楽曲が始まってから終わるまでがア

トミック であるため，楽曲全体の総合的な印象メタ

データを生成する方式であり，単一楽曲内の時間的変

化に応じた印象抽出は対象としなかった．時間的変化

に応じた印象メタデータ抽出方式としては，音楽デー

タの印象の時間的推移を扱う印象メタデータ自動生成

方式 を提案した．この方式は，楽曲の印象の時間

的変化を対象とした印象抽出の枠組みを示している．

また，統計値を用いた研究として，感情価を対象とし

た方法 が示されている．

本稿では，ユーザの楽曲印象生成の注目点として

「視点」を定義し，視点に応じた印象推移メタデータ

生成方法を示す．ここで，視点とは，ユーザが楽曲の

時間的印象推移において，どの部分に，どの程度重き

を置いて聞くかを表す指標である．楽曲には，いろい

ろな印象が含まれており，ユーザの視点が定まること

により，楽曲の印象が決定される．本方法は， つの

ステップから成り，各ステップには，複数のメソッド

がある．本方法の特徴は，視点を決定することにより，

全てのステップにおけるメソッドが決定する点にある．

視点による印象推移メタデータ生成を実現することに

より，ユーザの視点に合致した，印象推移メタデータ

の生成が実現できる．

本稿は，視点に応じた，楽曲の印象推移メタデータ

を生成する方法を示す．さらに，視点として「楽曲形

式」を適用した場合の実現方法を示す．また，実現方

式に基づく印象推移メタデータ生成実験を行い，実現

可能性を示す．

視点に応じた楽曲データの印象推移メタ
データ生成方法

本節では，視点に応じた楽曲印象推移メタデータ生

成方法を示す．

本方法は， つのステップから成り，各ステップに

は，複数のメソッドがある．ユーザの視点が定まるこ

とにより，全てのステップにおけるメソッドが決定す

る．視点による印象推移メタデータ生成を実現する

ことにより，ユーザの視点に合致した，印象推移メタ

データ生成が実現できる．

ステップによる印象推移メタデータ抽出方式の枠

組みは，音楽データの時間的推移を扱う印象メタデー

タ自動生成方式 にもとづいている．この方式は楽

曲を時間軸上でセクション（時間軸に沿って区切られ

た部分）に区切り，その各セクション毎の印象をもと

図 印象推移メタデータ生成の５ステップ

に，楽曲全体の総合的な印象メタデータを生成する方

式である．各ステップによる処理の流れを図 に示す．

楽曲のセクション設定

セクション毎の印象生成

隣り合う前後のセクションから生じる印象の

差に応じて重みを算出

セクション毎の印象の重み付け

選択および合成し，楽曲全体の総合的な印象

メタデータを生成

視点の設定 適用メソッドの設定

視点の設定は，提案方式の５つのステップにおける

適用メソッドを設定し，印象推移メタデータ生成に反

映させる．視点 視点の識別子 視

点数の最大値 から，各 における視点に対応す

る以下のメソッドを設定する．メソッドの詳細は，各

ステップにおいて述べられている．

のセクション設定ポリシー

の印象生成方式

の印象の差算出方法

の印象重み付け方法

の印象合成，選択方法

視点の設定方法として，以下の式 を定義する．

楽曲のセクション設定

は，楽曲 楽曲の識別子 楽

曲数の最大値 を，時間軸上で意味のある長さ毎のセク

ション セクションの識別子 セク

ション数の最大値 に区切る．セクション設定ポリシー

セクションの境界を決定する要素 を

セクション設定ポリシー識別子 セクション設定ポ

リシー数の最大値 とし，以下の式 を定義する．視

点は，セクション設定ポリシー に対応する．
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セクション毎の印象生成

は，セクション毎に区切られたセクション

から，セクション毎の印象

印象の識別子 印象生成方式の識別子 印象生成

方式数の最大値 を生成する．印象を生成する方式を

とし，以下の式 で定義する．視点は

印象を生成する方式 に対応する．

セクション毎の印象より，隣り合う前

後のセクションから生じる印象の差に応じて

重みを算出

は，セクション毎の印象 から，隣り合う

前後のセクションから生じる印象の差に応じて重み

印象の差の識別子 を算出す

る． で生成された，隣り合う前後のセクション

の印象の意味的な距離 意味的な近さ を計量する．隣

り合う前後のセクションから生じる印象の差に応じた

重みの算出メソッドを 印象の差の算

出メソッドの識別子 印象の差の算出メソッド数の

最大値 として，以下の式 を定義する．視点は隣

り合う前後のセクションから生じる印象の差に応じた

重みの算出メソッド に対応する．

セクション毎の印象の重み付け

は， で算出された，隣り合う前後のセ

クションから生じる印象の差に応じた重み をセク

ション毎の重みとして印象へ反映させ，重み付き印象

重み付き印象の識別子 を生成する．

セクション毎の重み付け方法を 重み

付け方法の識別子 重み付け方法数の最大値 とし，

以下の式 を定義する．視点は重み付け方法 に

対応する．

重み付けされたセクション毎の印象よ

り，選択および合成し，楽曲全体の総合的な

印象メタデータを生成

は，重み付けされたセクション毎の印象 か

ら，選択および合成し，楽曲全体の総合的な印象メタ

データ を生成する．印象選択，合成方法

を 印象選択，合成方法の識別子 印

象の選択，合成方法数の最大値 とし，以下の式 を

定義する．視点は印象選択，合成方法 に対応する．

視点に「楽曲形式」を適用した場合の印象
推移メタデータ生成実現方法

章に示した印象推移メタデータ生成方法にもとづ

き，視点に「楽曲形式」を適用した場合の印象推移メ

タデータ生成実現方法を示す．

視点「楽曲形式」の実現方法

本方法は，楽曲形式という視点による適用メソッド

を， 章で示した から に適用することに

より実現する．視点「楽曲形式」の場合の適用メソッ

ドを，表 に示すように設定する． には，ステッ

プ名を示し，適用メソッド には，提案方法で示し

た視点に対応するメソッドを とした．適用メソッ

ド名には，具体的に適用されるメソッドを示した．

表 視点「楽曲形式」の設定 適用メソッドの設定

適用メソッド 適用メソッド名

セクション設定方法 楽曲形式による設定メソッド

印象生成方式 楽曲メタデータ自動生成方式

印象の差算出方法 形容詞群による算出メソッド

印象重み付け方法 全ての印象の差を重みとするメソッド

印象合成，選択方法 最大値を選択するメソッド

構造を楽曲形式として示している楽曲の多くは，ク

ラシック楽曲である．そのため本実現においては，楽

曲形式という視点は，クラシック楽曲という要素を含

んでいる．これまで， における，クラシック楽曲を

対象とした印象メタデータ生成実験結果と，クラシッ

ク楽曲および楽曲形式の特性を考慮した知識として，

適用メソッドを設定した．

に適用される， 音楽形容詞群は，図

に示すように が心理学実験をもとに，音楽を

表現するために必要な形容詞セットとして 語を設

定し，さらにそれらを意味的に 形容詞群

へ分類した形容詞群である．各形容詞群は， 語か

ら成り立つ． つの形容詞群は，環状に位置し，それ

ぞれ円上での距離が近いほど意味的に近いと定義され

ている．さらに，円の対称にあるグループ同士 例え

ば， と は，逆の印象であると定義されている．

例として， を中心に考えると， → → の順

に意味的に遠くなり，同様に → → の順に意
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図 音楽形容詞群

味的に遠くなり， が意味的に の逆となる．

は心理学者であり，全ての形容詞から，音

楽を顕著に表現し効果的に特徴づける形容詞を示して

いる．これは被験者にクラシック楽曲を聞かせ音楽を

表現するのにふさわしい語を選択する方式で行われ，

最終的に 語を選択し，その 語は つの群を形

成し，群に含まれる形容詞同士は，互いに近い表現で

使われていることを示したものである．

詳しくは に述べられている．

楽曲形式の特性

本実現では，楽曲形式を，視点の１つとして，印象

推移メタデータ生成を行う．多種の視点のうち，特に

クラシックに関しては，楽曲形式が，楽曲理解や楽曲

の聴き方として，確立された知識とされ，客観的な指

標の１つである．具体的には，楽曲を時間軸に沿った

意味のあるまとまりであるセクション設定を行い，そ

れらが時間的に，どのような順で，どの程度の頻度で

出現するかを分類した知識としての役割が大きい．そ

の分類は，例えば「ソナタ形式」「ロンド形式」「三部

形式」などと呼ばれているものである．セクションは

， などアルファベットで表現されることが多く，形

式毎に，その推移として「 」などと表される．

本実現では，楽曲形式のうち，セクション設定が形

式において一定の構造である「一部形式，二部形式，

三部形式」の 形式を用いる．ここで一定の構造とし

ているのは，形式が定まることにより，セクションの

構造が一意に決定する形式を指している．一部形式は

「 」，二部形式は「 」，三部形式は「 」と

表現できる．

視点は個人の習慣的なものから，楽曲形式のように

知識として，教育によって得られるものまで多様であ

る．視点に沿って聴くこと，つまり本実現の場合は，

楽曲形式に沿って聴くことがユーザにとって必須なの

ではない．ユーザの視点の つとして，ここでは，楽

曲形式による実現方法を示している．

視点に「楽曲形式」を適用した，印象推移
メタデータ生成実験

視点に「楽曲形式」を適用した，印象推移メタデー

タ生成実現方法による，印象推移メタデータ生成実験

を示す．実験に用いた楽曲と，その楽曲の楽曲形式の

関係を表 に示す． は，楽曲の識別 を示

し，形式には，楽曲の形式を示している．さらに，各

楽曲形式のセクションについて， に示す．

表 楽曲とその楽曲の楽曲形式

楽曲形式名

一部形式

二部形式

三部形式

対象楽曲に対し，印象推移メタデータ生成方法を適

用した結果を表 に示す． は，楽曲の識別

を示し， にはそれぞれの印象と，括

弧内はその印象の重みを示す．重みは，小数点以下第

一位までをデータとして用いている．各セクションの

印象は， 章で示した 形容詞群の群名 と

して表す．

参考として，楽曲形式という視点で聴いた場合の

ユーザと，特定の視点を与えずに聴いたユーザの印象

を示す．

楽曲形式という視点で聴いたユーザには，対象楽曲

の楽曲形式をあらかじめ提示し，対象楽曲を複数回聴

かせた後，印象とその強さを，推移に沿って記述する

方法で行った．楽曲形式という視点で聴いたユーザの

各楽曲の印象推移を，表 に示す． は，楽

曲の識別 を示し， にはそれぞれの印

象と，括弧内はその印象の重みを示す．

特定の視点を与えずに聴いたユーザも同様に，対象

楽曲を聴かせ，印象とその強さを，記述する方法で行っ

表 楽曲の印象推移メタデータ から の適用結果

表 楽曲形式の視点で聴いたユーザの印象推移
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表 視点を与えずに聴いた場合のユーザの印象推移

た．この場合は，あらかじめ対象楽曲の楽曲形式，お

よび，セクション数は提示せず，このユーザの印象に

よるセクション数の設定である．視点を与えずに聴い

たユーザの印象推移を，表 に示す． は，

楽曲の識別 を示し， にはそれぞれ

の印象と，括弧内はその印象の重みを示す．

実験により，視点に「楽曲形式」を適用した印象推

移メタデータ生成を実現を示した．一部形式では，セ

クションは１つであるため，印象推移メタデータは１

つである．二部形式，三部形式では，セクションが複

数あるため，印象の差，重み付けを反映した印象推移

メタデータを生成した．

比較の参考として，提案方法による印象推移メタ

データは，「楽曲形式」という視点で聴いたユーザの印

象推移に，近い結果が得られたことが分かる．ユーザ

は，特定の視点によって楽曲を聴く場合に，その視点

としての適切なセクション設定から，セクション毎の

印象を生成し，これによって楽曲印象推移を生成して

いると考えられる．この結果は，本方法が，ユーザの

視点と合致した印象メタデータ生成方法として，提案

方法の実現可能性を示している．

また，提案方法による印象推移メタデータは，特定

の視点を与えずに聴いたユーザの印象推移とは，異な

る結果が得られたことが分かる．特に，セクションの

数が一致していない点が，印象生成の相違を顕著に示

している．これは，特定の視点を与えず楽曲を聴く場

合には，ユーザは，独自のある視点によって聴くが，

その視点が示されていない場合には，システムとして，

そのユーザと合致する印象推移メタデータを生成する

ことが，難しい事を示している．つまり，ユーザに合

致する印象推移メタデータを生成するためには，ユー

ザの視点と，メタデータ生成方法の視点を一致させる

ことが重要であることを示している．

実験により，本稿で示した印象推移メタデータ生成

方法の実現可能性を示した．より多くの対象楽曲と，

対象楽曲形式による有効性検証は今後の課題とする．

お わ り に

本稿では，ユーザの楽曲印象生成の注目点として視

点を定義した．本方法の つのステップにおいて，視

点に対応するメソッドを設定することにより，視点に

応じた印象推移メタデータ生成方法を示した．さらに，

視点として「楽曲形式」を適用した場合の実現方法を

示し，実現方法に基づく印象推移メタデータ生成実験

を示し，実現可能性を示した．

提案方法は，さまざまな時間的変化をするメディア

に適用可能な方法であり，メディアデータに依存して

メソッドを変更することにより，他連続メディアデー

タ 映像，文章 に応用することが考えられる．さら

に，時間軸以外の要素，例えば同時に演奏している複

数の楽器に対する視点と，その視点に応じた印象推移

メタデータ生成方法が考えられ，これらを今後の研究

の課題とする．
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